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BAK1

BAK1;BAK;BCL2L7;CDN1;Bcl-2 homologous antagonist/killer;Apoptosis regulator BAK;Bcl-2-
like protein 7;Bcl2-L-7
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：ミトコンドリア外膜。この遺伝子によってコードされるタンパク質はBCL2タンパク質ファミリーに属する。BCL2ファミリーのメンバーはオリゴマーまたはヘテロダイマーを形成し、アポトーシス抑制因子またはアポトーシス促進因子として作用し、様々な細胞活動に関与する。このタンパク質はミトコンドリアに局在し、アポトーシスを誘導する。ミトコンドリアの電位依存性アニオンチャネルと相互作用し、その開口を促進することで膜電位の低下とシトクロムcの放出を引き起こす。また、細胞ストレス曝露後には腫瘍抑制因子P53とも相互作用する。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	K562細胞ライセートを4～20% SDS-PAGEで分離し、メンブレンをBakウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

